
事業所名：株式会社南光 

 

＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針等＞ 

地球の温暖化、地下資源の枯渇など、私たちを取り巻く環境は悪化の一途をたどっています。当社では、それら環境改善の手助けになるよう、

忍び寄る環境破壊に歯止めをかけ、子供たちの未来を守っていきます。今後は経営理念のもと、国連が掲げる持続的な開発目標「SDGs」を

私たちの企業行動につなげ、お客様や地域から信頼され、持続可能な地域社会の創造に貢献できる存在となれるよう会社づくりを目指しま

す。自社の強みを生かし、持続可能な成長戦略として、活動を推進していきます。 

 

＜今期の SDGsに関する重点的な取組，指標及び実績＞ 

三側面 取組の状況 前期の指標 実績 

環境 

社会 

☐経済 

鹿児島市とかごしま環境未来館の清

掃ボランティアを中心に取り組んだが

休日に計画するため活動機会拡大は

できず未達 

2025年 3回/年 
期間内 

2回/年参加実施 

☐環境 

社会 

☐経済 

法令違反ゼロ 「社員幸福度アンケー

ト」実施し当初の数値目標を達成した 

法令違反ゼロ  

社員幸福度調査

2％向上/3年後 

法令違反ゼロ  

社員幸福度調査 

8.7％向上 

☐環境 

☐社会 

経済 

情報共有システムや最新加工設備の

導入を通し生産性向上による持続可

能な事業を構築 数値目標達成 

電子端末 (タブレッ

ト・モニタ) 

加工設備導入 

6件/3年後 

情報モニタ 

塗装前処理設備 

溶接ロボット導入 

6件 

・ 「取組の状況」には，前回登録申請した際の重点的な取組の実施状況やと指標の達成状況を記載してくだ

さい。指標が未達成の場合は，その理由等も記載してください。 

 

＜今期の評価＞ 

・災害事故リスクについて 消防局連携の防災避難訓練と、従業員安否確認体制を整備し緊急

連絡訓練を実施したことで防災意識向上と BCP体制構築が進んだ。(チャレンジ項目) 

・再生可能エネルギー利用について 事務所棟へのソーラーパネル設置にてデマンド管理電力

エネルギー消費量把握と削減に取り組んだ。今期は塗装設備や溶接ロボット導入および業務情

報共有の DX化にも着手できた。来期はチャレンジ項目についても更に充実させていく。 

・ ＳＤＧｓの取組全体について，今期の振り返りや来期の展望などを記載してください。 

 

＜次期の SDGs達成に向けての重点的な取組，及び指標＞ 

三側面 SDGsに関する重点的な取組 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

環境 

社会 

☐経済 

工場周辺清掃や地域の清掃活動に参加し、住

み続けられる街づくりと海の豊かさを守る 

市街地、河川、海岸清掃の実施

２回/年 

☐環境 

社会 

☐経済 

「社員幸福度調査」による環境改善活動で働き

がいのある職場づくりに取り組む 
社員幸福度調査 評価２％向上 

☐環境 

☐社会 

経済 

EV バッテリー・バイオマス等の環境関連機器製

造による社会課題解決につながる事業の拡大 
売上比５％向上 

・ 「SDGs に関する重点的な取組」には環境・社会・経済の三側面の全てについて，重点的な取組みを記載し

てください。なお，取組みが複数の分野に該当する場合は，それぞれの分野にチェックを入れてください。 

・ 「指標（更新時に向けた数値目標）」には，それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に，更新

時までの数値目標を記載してください。 

 
 



事業所名：株式会社南光 

 
＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 

（一社）リーゼル協会正会員 連携目的  

高純度バイオディーゼルを活用した社会貢献事業の普及発展を図ることで社会の未来責任を果

たし、もって持続可能な地産地消を是とした地域循環型エネルギー社会構築と地球温暖化対策

に寄与すること 

・ 「パートナーシップ」には，企業や NPO法人，行政など関係機関との連携があれば記載してください。 


